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1. はじめに  

 日本の母子世帯は増加傾向にあり、母子世帯を対象とする制度・政策が増加している一方、現

状は厳しく、低収入であることや子どもの進学に関して等、多くの母子世帯が不安を抱え苦しん

でいる。総務省統計局のデータによると、平成 27 年の調査では、母子世帯数は 404 万 5 千世帯

で全世帯の 7.6%を占めている。この割合は、平成 12 年では 6.4%、平成 17 年ではが 7.1%、平

成 22 年では 7.5%であり、母子世帯が全世帯に占める割合は増加傾向にあることがわかる（総務

省統計局 2015a）。本章では、母子世帯がどのような悩みや不安を抱え生きているのか、母子世帯

の現状について国で行われている調査等を参考に記述する。 

 厚生労働省で行われている「全国ひとり親世帯等調査」によると、母子世帯の母が抱える子ど

もについての悩みにおいて、一番多いのは「教育・進学について」であり、58.7%、次いで「しつ

け」13.1%である（厚生労働省 2017a）。子どもの年齢別では、0 歳〜4 歳では「しつけ」が 42.7%

で最も多いが、それ以上の年齢では約 5 割が「教育・進学」と答えており、最も多くなっている。

特に子どもが 10 歳〜14 歳、15 歳以上の母親では 6 割を超える母親が「教育・進学」の悩みがあ

ると答えており、子どもの教育問題が最も大きい悩みであることがわかる。 

 また、同調査において母子世帯の母親本人が困っていることに関しては、「家計」が 50.4%で最

も多く、次いで「仕事」が 13.6%、「自分の健康」が 13.0%、「住居」が 9.5%である。「家計」が

5 割を超えていることから、経済状況に関して悩みを抱えている世帯が多いことがわかる。 

 以上のように、母子世帯は様々な悩みを抱えていると考えられる。しかし、これらの調査にお

いては、悩みの項目が調査票にて事前に提示されており、母子世帯の抱えるさまざまな問題の詳

細や、想定されていない問題を記述することができないといった問題がある。そこで、本研究で

は、子どもおよびその保護者に対する大規模アンケート調査の自由記述回答に着目し、その中か

ら母子世帯の母親の自由記述による悩みを取り出し、それらを、KJ 法を用いて分析する。本分析

により、母子世帯の母親の、これまで認識されてこなかった悩みを浮き彫りにし、また、認識さ

れてきた問題についてもより具体的な内容が明らかになると期待される。 

 

2. 研究方法 

１）データ 

本研究で用いるデータは、東京都の委託を受け首都大学東京子ども・若者貧困研究センターが

東京都の４市区における子ども（小学５年生、中学２年生、16-17 歳）およびその保護者を対象

に行った「子供の生活実態調査」（2016 年）である。本調査は、問いの一つに以下の設問を設け

て、自由記述回答を求めている。 

 

設問   あなたが今、困っていることや悩み事がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 本分析は、小学５年生の保護者による回答（n=2,863）の中から、ひとり親世帯の保護者（n=373）

の回答のうち、上記の設問に回答があったものを分析対象としている。 
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２）分析手法 

分析方法は KJ 法を用いて行った。KJ 法の具体的な手続きについては以下の通りである。 

1 ラベルづくり 

自由記述部分から得られたデータについては、一つの意味を含む文章を一項目とした。

一人当たりの文章が複数の意味を含んでいた場合、内容を分割し、それぞれを一項目と

した。 

2 グループ編成（小グループ） 

類似しているラベルを収集し、小グループを編成していった。 

3 表札づくり 

編成したグループに名前をつけていった。 

4 グループ編成（大グループ） 

②③を繰り返し、小グループから徐々に大グループになるよう編成していった。 

5 図式化 

完成したグループについて、関連性を考えながら配置し、グループ同士の関係について

は矢印等を用いて図式化した。 

 

3. 結果 

 アンケートを分析する過程で、小グループから大グループへの編成を行った。大グループとし

てあげられるのは＜不安の背景＞、＜仕事と育児の両立＞、＜家計に関する不安＞、＜手当・制

度の利用＞、＜その他＞、＜将来への不安＞の、全６つである。以下、大グループ毎の分析内容

について記述し、最後に図式化したものについて説明をする。 

 

＜不安の背景＞ 

 ここでは①母の健康問題②子どもの障害について記述している。「なぜ母子世帯の母が不安を

抱えているのか」という、不安の背景になるようなデータを分類している。 

 

①母の健康問題 

 平成 28 年度ひとり親世帯等調査によると、母子世帯の母本人が困っていることとして、「自分

の健康」が 13%いることがわかっている。アンケート自由記述部分の中にも、母親自身の健康や

病気について記述されていたものが、いくつかあった。母親が病気と仕事の両立で苦しんでいる

こと、病気のため働けずに収入が不安定であること、また病気であるために子どもの将来や今後

について悩みを抱えていることがわかった。母子世帯であるため、頼れる人がいなければ、家事

や子育てを母親が一人で行わなければならない。その状況で母親自身が病気であるということは、

余裕がなく精神的に不安定になりやすく、母親にとって悩みや不安を抱える原因になっていると

考えられる。 

 

 「私も５０才を過ぎ健康面もよくありません。２年、５年後が不安でしかたがありません。相談すると

ころもありません。」 
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「病気で働けなく、収入がないこと」「病気になり収入減となった場合不安。」 

「精神的に問題をかかえる母親と孫を引きとり育てている。母親は日常生活はできるまで時間がかかり、

回復してきたが、とても 1 人の収入で（現在、無職で働けるまでの状況にはない）子育てをすることができ

ない。」 

「・今、癌治療中であり、もし私が先に亡くなってしまったら、子どもをみる人がいなくなってしまうの

で心配だった。・・（略）・・私が死亡したら、子どもが第一発見者になって心の傷を負ってしまうのではない

かと思い気がかかりだった・・・。」 

「私が病気のため心によゆうがない時があります 手術入院する事になった時子供をどうしたらいいの

かわかりません」 

 

②子どもの障害 

 日本における障害児の割合が 0.5%であることから、母子世帯でも数％、障害児がいることが推

測できるが、アンケートの中にも、子どもの障害についての記述がいくつかあった。障害への対

応と仕事の両立、子どもの将来への不安があることがわかった。障害のある子どもは、障害のな

い子どもより対応が難しく、時間的・精神的な余裕が必要とされる。しかし母子世帯は一般世帯

に比べそのような余裕がないため、子どもの障害は、母親の悩みや不安の原因になっていると考

えられる。母子世帯であることに加え、子どもに障害があることで、より不安が深刻で複雑なも

のになっているとわかった。 

 

「子供の発達障害（ADHD 軽度）への対応が難しく、悩んでいます。・・（略）・・フルタイムでの仕事をし

ながらは限界か、と思い始めています。」 

「子供３人します。（大学１年、高３年、小５年） ２番目は中程度の自閉症、３番目は軽度知的障害があ

り、２番目の子は、福祉作業所への通所を考えているが、３番目の子に関しては、軽度ゆえに、将来のこと

で悩みがつきない。」 

「・子どもが、学校生活の中で、少し援助が必要だが、担任に相談したが、担任のスキルがない為、困っ

ている。・・（略）・・その為、軽度の援助が必要な我が子がほったらかしになっている。」 

 

＜仕事と育児の両立＞ 

 いわゆるワークライフバランスに関する記述が多く見られ、多くの母親が不安を抱えているこ

とがわかった。①ワークライフバランス②PTA・ママ友の２つに関して記述する。 

 

①ワークライフバランス 

 仕事と家事・育児との両立、いわゆるワークライフバランスに関する記述も多くみられた。母

子世帯の母親は頼れる人がいなければ、仕事と家事・育児をすべて一人で行わなければならない。

そのため時間的な余裕、そして精神的な余裕を持てなくなっていることがわかった。その母親の

余裕のなさが子どもに伝わり、悪影響を与えてしまっているのではないかと心配する声も多かっ

た。また両立が難しく、結果転職をしたという記述もあり、仕事と家事・育児の両立の難しさが

感じられた。 
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 他にも、長期休暇中に子どもを預ける場所、学童の体制について記述や、役所に関して、仕事・

プライベートと役所での手続き等の両立がうまくできないとの記述がいくつかあった。子どもを

預けられる人や場所がなければ、母親が安心して生活をすることができない。母子世帯であって

も、何も犠牲にせずに生活することを切に求めている記述が多かった。 

 

「仕事に対する時間がかかり、子供とコミュニケーションを取る時間が減っている。ひとり親なので、何

かを犠牲にしないと生活が成り立たず、精神的に厳しい。」 

「今、現在、子供が大きくなり、落ちついてきたが、小さい頃は、熱が 37.5℃超えた時、すぐにむかえに

きてくれと、いわれるのが 1 人親ではとても大変で。最終的には転職せざる、しなかった。いろいろな事を

しらべたがすべて、ボランティア等の内容で、急な事は、気がるにできず、困っていた。」 

「忙がしく、時間がなくて部屋がなかなかきれいに、片付かない。勉強できるスペースを確保してあげら

れない。」 

「小学校の高学年が夏休み等の長期休暇中に安心して日中をすごせる場所があれば良いと思います。」 

「３年生の時、学童に引き続きに入れなくなり、仕事をやめました。今はパートで働いていますが、・・

（略）・・地域みんなで子どもを支えていくような今後の対策を考えていった方がいいと思います。」 

「役所の窓口や時間が不親切。土・日は子供やプライベートに時間を使いたいから、土日窓口を開けてく

れるより平日にもう少し長い時間開けててほしい。土日にできる手続きも限られててやりづらい。」 

 

②PTA・ママ友 

 ワークライフバランスの中でも、特に多かった PTA やママ友との関わりについての記述を分

類した。アンケートから、PTA 活動が母子世帯の母親にとって大きな負担になっていることが見

えてきた。PTA 活動は職場の理解を得づらく、仕事と PTA 活動で板挟みになっている現状があ

ることがわかった。また頼れる人がいなければ、PTA 活動のために、夜子どもを一人家に置いて

出かけなければならないことがあり、子どもの安全にも関わる問題でもある。 

また、ママ友との関わりについては、ママ友と関わる時間が取れないためコミュニティに入れ

ず、孤独感や疎外感があるとの記述があった。ママ友のコミュニティは学校の情報や塾の情報な

どを手に入れられるため、母親にとっては大切なコミュニティであると考えられる。しかし母子

世帯であることによって、ママ友のコミュニティに入りづらいということが、アンケートを分析

する中で見えてきた。 

 

「フルタイムで仕事をしながら学校の役員もやらなければならないのはとても大変です。集まりのため夜

子供を一人置いて家を出なければならなかったり、頼れる人がいない場合はどうにもなりません。」 

「学校の PTA 活動が母子家庭にとっては負担が大きく、考えるだけで頭が痛くなります。職場も休みをと

りづらい状況の中で休んだり、時間をもらわなければいけなくて、それが出来ないと係の他の保護者に文句

を言われる・・・だからと言って少ない有休を使わなければいけないのも苦痛で精神的負担になっている。」 

「塾も行かせたいと思うが、親が多忙なせいでなかなか塾探しに時間が取れず、だからといって周囲の保

護者の皆さんとなかなかゆっくり話す時間もなくて、口コミに頼ることも難しい。」 

「・フルタイムで働き、また母子家庭である為、小学校の PTA で行う行事（親子レクなど、特に土曜日に
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行われるもの）に参加できず、母親同士のコミュニティーから外れてしまった。何となく疎外感を感じてし

まう。」 

「仕事をしていて忙しいためお母さん同士のつきあいがありません。学校からの色々な情報が分からない

時きける人がいません。」 

 

＜家計に関する不安＞ 

 アンケートの中には、家計に関する記述が多くあった。①家計②就業状況・仕事③住宅・都営

住宅④進学・教育の以上４つに関して記述をする。 

 

①家計 

 母子世帯の母親は働きながらも収入の低いワーキングプアであり、経済状況は厳しい。ギリギ

リの生活を強いられているため貯金はできず、食費をはじめとして引っ越しの費用など、家計に

不安を感じているとわかった。また現在は何とかやり繰りをしていても、子どもが成長するにつ

れ教育費や食費が多くかかるため、将来への不安を感じているということもわかった。 

 

「経済的なことで諦めざるおえない事が多く、未来への希望を持てない（持たせてあげられない）」 

「生活費がギリギリなので貯金ができず、引っ越しや何かと必要があった時に困りました。引っ越しがで

きません。」 

「成長するにつれ食費がかかるようになった」 

「実家からの食材補助などで何とかきりぬけていますが、支援が無くなった時が不安です。」 

 

②就業状況・仕事 

 母子世帯の母親で就業している約 80%のうち、半数が非正規雇用である。非正規雇用であるた

め賃金が低く、ワーキングプアであることが問題視されている。アンケートの中にも就業状況や

賃金について触れている記述があった。求職していても希望する職種に就くことができないこと、

そして特に収入面に悩みがあることがわかった。 

 

「母子家庭で求職中です。希望の職種で応募しても中々採用してもらえず貯金は減る一方なので、子ども

の将来の事を考えて不安になります。」 

「転職について希望する職業になかなか就けない」 

「母子で子育てをしながらも男性と同等に給料がもらえる仕事がしたい。」 

「あとは安定した職につければ良いなぁと思います。（現在、派遣なので・・・）」 

 

③住宅・都営住宅 

 アンケートの調査対象が東京都であり、基本的に家賃が高いということもあってか、多くの母

親が家賃の悩みを抱えており、その解決策として家賃の低い都営住宅を求めていることがわかっ

た。母子世帯は夫婦と子供から成る世帯と比較すると、「持ち家」の割合が低く、住宅や家賃に関

する不安を持ちやすいと考えられる。アンケートによると、都営住宅に申し込んでも当たらない



7 
 

との声が多く、区によってはひとり親世帯が対象外になっている区もあり、制度に問題があるこ

とも見えてきた。また、アンケートの中には母子世帯であるということが、家を借りることを難

しくさせているとの記述もあった。他にも子どもの障害のために家を借りることが難しいとの記

述もあり、子どもの障害が住宅状況に影響を与えているケースがあることがわかった。 

 現在母子世帯が住んでいるような家賃の住宅では、部屋が狭く子育ての環境に適しておらず、

将来的に子どもに悪影響を与える可能性もある。家賃や住環境の改善のために、都営住宅を求め

ている母親が多いということがわかった。 

 

「安く住める家が欲しい。」「空家を安くゆずってくれたらいいのに。一戸建は高い。」 

「宛名の子供の父親と別れた時、わずかなお金を持って部屋を借りに行きましたが、 

１K や１DK は単身者用であり、子供と 2 人暮らしをすると相談したが、家主の方で部屋が借してもらえない

物件ばかりで結局、今は、古いアパートに住んでいます。子供が男の子なので居間（寝る部屋）と台所のみ

しかなく一緒に布団を敷いて寝ています。・・（略）・・住まいだけでも改善できれば子供の為に、貯蓄も少し

はしてあげられるはずです。」 

「実家で暮らしているため子供たちの勉強するスペースがせまい」 

「今は自分の実家で両親と同居しているが、折り合いが悪く、早く出たいと思っているが、都営住宅も市営

住宅の当たらず、家賃の心配から出ることが出来ない。このままだと子どももストレスがたまって、どうな

ってしまうのか、本当に不安です。」 

「都営住宅に申し込んでいますがまったく当たりません。毎月の家賃が大変です。」 

「母子家庭では賃貸物件を探しても中々いい顔をしてもらえず家を借りられない現状です。」 

「母子生活支援施設に入所しているが、退所をしなくてはならないが、都営住宅も当たらず、生保を受けて

いるので転宅でと言われアパートを探すも生保の理由を聞かれ子供に障害があるので生保を受けていると

説明したら、15 件も連続で断られてしまった。出て行かなくてはならないのに行き先の確保ができない。世

間の障害児への偏見はとてもつらい。」 

 

④進学・教育 

 平成 28 年度全国ひとり親世帯等調査によると、母子世帯の母親の半数以上が教育・進学につ

いて悩んでいると回答していたが、アンケートでも進学や教育に関しての記述が最も多かった。

高校への進学率は、ひとり親家庭（父子世帯を含む）と全世帯での差があまりないが、大学への

進学率は全世帯が 73.0%であるのに対し、ひとり親家庭の進学率は 58.5%と差がある。また日本

の公財政教育支出が低いため、教育費を捻出できる家庭が進学できる様な状況である。母子世帯

は収入が低く、経済状況が厳しいため、教育費の捻出に悩む母親がとても多かった。母親自身の

収入や現在の状況と、子どもが受けたい・子どもに受けさせたい教育に大きなギャップがあり、

それに悩んでいるということがわかった。 

 また、塾や習い事に通わせられないことへの悩みや不満についても、アンケートでは多く見ら

れた。日々の学習の復習や、高校受験・大学受験のために塾に通うことが当たり前になっている

中で、塾の月謝を払う余裕がないことや、子どもの学力低下についての記述もあり、学習面の不

安も抱えていることがわかった。 
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 日本は学歴社会であるが、進学できるのは一定の収入がある家庭に限られており、子どもたち

に平等に教育を受ける権利が与えられていないこと、進学する権利が与えられていないことに不

満を持つ母親がとても多かった。 

 

「今後の子供の教育について 収入が低い中、子供が受けたいと思う教育を受けさせられるか」 

「これから、中学・高校と進み大学進学を希望した時に、塾や受験料、学費と若くて上り坂にいる親の世代

のように祖父母が孫にしてあげることができないと思う。」 

「・中学受験が当たり前になっていているので、塾の月謝の補助は、社会福祉協議会のような、受験を合格

したら、返金しない制度を取り入れてほしい。・・（略）・・日本が学歴社会である以上、（私学に入学指定も、）

授業料を無償にすることを検討してほしい。」 

「ひとり親だけでの収入では、ある程度の生活はできても、子供を塾に通わせたり、娯楽にあてる余裕がな

い。時代の流れとともに、制度の基準を見直してほしい。・・（略）・・教育や子供の心のゆとりは、お金では

買えない。」 

「塾に行かせるゆとりがなく、子供の学力低下が目に見えるようになってきた。本人も自確しているようで、

やる気の低下も見られる。」 

「子供が勉強が苦手で小学校でサポートを受けているが、このままできちんと中学校でやっていけるか心配」 

 

＜手当・制度の利用＞ 

 手当・制度の利用に関する記述のいくつかあった。主な手当・制度に関して①手当・制度、②

養育費の以上２つについて記述する。 

 

①手当・制度 

 手当や制度に関する記述は複数あったが、所得制限で制度を使えないという記述が特に多かっ

た。母子世帯の母親で就業している者のうち、約半数は正規の職員として働いているため、一見

生活が安定していると思われるが、手当が利用できず、「周りと同じような暮らし」をしていると

は言い難いということがわかった。また所得制限だけでなく、同居人がいるために手当の利用が

認められない、別居中だが離婚していないので手当の利用が認められない等、様々や要因で手当

の利用ができず、制度の利用条件から抜け落ちてしまう状況があるということがわかった。 

 

「手当てにひとり親とあるが、離婚まちの場合も手当が欲しい。」 

「就職した時、給料は低いのにすぐに、児童育成手当が支給されず、来年からみたいな話で、まったく意味

がないと感じている。」 

「・所得に応じた扶養手当の減額（頑張って給料上がってもむなしいです）・・（略）・・・まわりの生活水準

に合わせた出費（大きくなるごとに支出が増えます。金がないからダメだと言えません）（ボロアパートに

住むことはできません）」 

「母子家庭で子どもを育てていますが、所得制限で扶養手当や保健が適用されません。しかし、所得が両親

そろっている家庭よりも確実に少なく、家を空ける分の学習フォローとして塾へ通わせたりと、出費は両親

のそろった家庭より多いかと思います。」 
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「父と住んでいるので手当てはもらえず（生計は別にも関わらず）」 

「別居中で、主人が住記を動かしてくれない為、（区役所にも相談しましたが）児童手当しか、今は頂けてい

ないので、今後、他の手当も頂ける様な、世の中にしてほしいです。（子供は重度障害児の為、働けないの

で・・・）」 

「現在夫と別居中であるが、同居中も私だけの収入で、住宅ローン、夫の返さい金以外は、すべて私の収入

で生活していたので、別居してからも、ほとんど変わりなく、・・（略）・・夫と離婚できないと保育料が下が

らない事に納得できない。・・（略）・・少し負担であると感じている。」 

「大卒で入社以来、フルタイムで働き続けているので（民間）それなりの収入があります。しかし、夫 DV で

別居中で、一切の（養育費や住居費等の）お金をもらっていない上、勤務時間中に人に子どもをみてもらっ

たり、夜間の送迎（タクシー）などで結構お金をつかいます。収入の多さで医療費の補助を受けられないの

で、生活は必死なのに残念な気もちになります。」 

「就学援助はなぜ夏休みや終わってからなのでしょうか？年収などでわかるので先に（４月の時点で）決定

をして頂きたい。移動教室、教材費など１万単位で請求され困る。いくら正社員でもやはり苦しい。」 

 

②養育費 

 アンケートでは、養育費に関しての記述が多かった。養育費の取り決めをしている世帯のうち、

約半数が現在養育費を受けていないことがわかっているが、アンケートでも養育費についての取

り決めをしたにも関わらず、養育費が払われたことがないという不満が最も多かった。また、養

育費の強制執行制度に関して、現制度では支払いからの逃げ道があるとの指摘もあり、多くの不

満が見られた。養育費がきちんと支払われていれば生活が楽になるはずだが、養育費が払われて

いないため、生活が苦しい状況から抜け出せないという状況がわかった。 

 

「離婚し、父親が子供の養育費を支払わないので、４月に給与差押の裁判をして、９月に差押えたが、・・

（略）・・３ヶ月分しか差押えられず。手続がもっとスムーズならもっと差押えられた。半年もかかるのはお

かしい。養育費を払うのは当たり前なのに、新しい勤務先も分からず、・・（略）・・今はいいが、中３と小５

の子を大学を卒業させられるのか不安。学費は無料にして欲しい。」 

「・養育費の未払いが約１００万円あり強制執行したいが、手続きの費用が高いので困っている。 ・と

にかく養育費の未払いの強制執行について親身になって相談にのってくれるところを紹介してほしい。」 

「養育費を支払われていなくても法律では罪せられないこと。（一般的に８割の母親は支払われていない

ようです。）」 

「私は、息子が３歳の時に協議離婚し、現在に至るまでシングルマザーで子育てをしています。当初、月

８万円の養育費を支払うことを父親と約束しましたが、一度も振り込まれたことはありません。」 

 

＜その他＞ 

 大きく二種類の記述を集めた。一つは近所関係について、もう一つは（元）夫との関係につい

てである。 

近所関係については、母子世帯であるという偏見によって、近所との関わりが難しくなってい

るケースがあることがわかった。児童相談所への通告に関しては、児童虐待の可能性がある場合
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通告義務が課せられるようになった。そのため、通告数は増加しているが、「母子世帯である」と

いうフィルターがかかってしまうと、虐待だと勘違いされやすくなり、アンケートの記述では結

果通告されてしまっていた。母子世帯について近所の関心があることは良いことだが、近所関係

が希薄である中、家庭の状況を知ってもらうことは難しいのだとわかった。また、近隣住民に育

児を理解してもらえず、その悩みを母親一人で抱え込み、精神的に追い詰められているケースも

あった。母子世帯であるという偏見で悩みを抱えている現状がアンケートによって見えてきた。 

（元）夫との関係についても、いくつかの記述があった。住宅や進学等、経済状況に関わる悩

みだけでなく、母子世帯の母親を精神的に追い詰めている悩みが夫との関係から見えてきた。元

夫の接触により追い詰められている者、子どもへの影響を考え悩んでいる者、別居中でお金をも

らうことができず経済的に苦しんでいる者など、さまざまな悩みがあることがわかった。 

 

 「母子家庭になり、約１年半が経ちました。毎日、必死に子育て、家事、仕事と時間に追われています

が、母子になりたてのころ児相に通報されました。訪問に来て面談もされましたが、特に変わりないと理解

していただきましたが、ご近所からそのように見られているのか・・・と正直落ち込みました。」 

「・・それ以外、生活も安定しているが、アパートが狭い事、引越しができない事、子供達のそう音で、

上の階の人からの苦情では怖い思いをしている。子供が騒ぐ度にビクビクしたり、注意する時、子供に対し

てヒステリーになってしまう時がある様に感じる。・・（略）・・上の人の苦情が怖く、だまらせたいだけです

が、声を出して注意すれば、私の声がうるさいと言われるし、声を出さず、子供のお尻などをたたけば、罪

悪感もある。」 

「夫婦の仲が悪く、家庭内別居である。話合いはまともにできず、現状が子供に与える影響が心配。」 

「モラハラが原因で夫と別居した夫が復縁を希望していて接触を求めてくること。子供が不登校になり、

夏休み明けに学校に行けるか分からないこと。不登校が継続した際、休職するので収入が減ること。できれ

ば両親で育てたいが、夫が子供にもモラハラし、自覚がないため、できないこと。」 

 

＜将来への不安＞ 

 母子世帯であることで様々な悩みがあることが今までの項目からわかったが、現在の状況だけ

でなく、将来への不安を感じている母親も多くいることがわかった。母親自身の老後に関しては、

現在余裕がなく貯金ができていないことや、就業状況からくる不安が多くみられた。ほかにも、

今後の両親の介護について不安を感じている記述も複数あった。 

 

「老後に向けての貯金ができていない→年金は本当にもらえるのか不安。→中小企業で勤務しているので、

退職金があてにできない」 

「子供が、巣立った後の生活の基盤がパートで大丈夫なのか将来に不安を感じることがある」 

「子供が７才４才のときに主人が亡くなり将来が本当に不安です。仕事も不安定なのできついです。」 

「両親の老後の心配。」「７０すぎの両親を、自分の扶養に入れるかどうか。」 

「この先いつか、親の介護問題。」 
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4. 母子世帯の母親の不安の図式化 

前節に行った分析により、母子世帯の母親の不安を以下のように図式化を行った。アンケー

トの分析から、母子世帯の母親は様々な不安を抱えていることがわかったが、まず＜不安の背景

＞として、「母子世帯であること」、そしてアンケートの分析から抽出された「母の健康問題」「子

どもの障害」の三つをあげた。「母子世帯であること」は不安の前提条件になっていると考えられ

るが、「母の健康問題」「子どもの障害」が加えられることで、不安はより深刻になっていくと考

えた。よって「母子世帯であること」「母の健康問題」「子どもの障害」を＜不安の背景＞と名付

けた。 

 

図 1  母子世帯の母親の不安＜図式化＞ 

 

 

 

  次に、＜不安の背景＞から大きく二つの不安が生まれていると考えた。一つは＜仕事と育児

の両立＞に関してである。これはいわゆる「ワークライフバランス」である。ワークライフバラ

ンスの中でも特に記述の多かった「PTA・ママ友」に関しても小グループとして扱った。仕事と育

児の両立がうまく行かず、現在の状況に関してだけでなく、将来的に子どもに与える影響につい

ても不安を抱いている母親がいた。以上の「ワークライフバランス」「PTA・ママ友」の二つを＜

仕事と育児の両立＞と名付けた。 

 もう一つの不安が＜家計に関する不安＞である。「就業状況・仕事」が安定しないため「家計」

に支障をきたし、また「家計」が安定しないために、「就業状況・仕事」に悪影響を及ぼすという

相互の関係性が見られた。また「家計」が安定しないため「住居・都営住宅」が安定せず、その

逆の状況もあることから、「住居・都営住宅」に関しても相互の関係性があると考えた。「進学・

教育」に関しては、「家計」が安定しないことから、進学について前向きに考えられないとの記述

が多く、「家計」が「進学・教育」に影響を与えていると考えた。これらをまとめて＜家計に関す
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る不安＞と名付けた。 

 ＜手当・制度の利用＞は、母子世帯の母が利用することのできる手当・制度に関する記述をま

とめた。主に＜家計に関する不安＞に関連しているものが多かった。 

 以上の＜仕事と育児の両立＞＜家計に関する不安＞＜手当・制度の利用＞、そして＜その他＞

を含め、全てに関して＜将来への不安＞を見いだすことができた。母子世帯の母親は現在の状況

の心配をするだけではなく、将来どうなってしまうのかということについても考えていた。これ

に関してどのグループでも記述があり、＜将来への不安＞へつなげることができると考えた。 

 

5. 政策提言・結論 

 これらの分析から、母子世帯の母親は複雑な問題を抱え苦しんでいること、また制度から抜け

落ちてしまっている人の存在があることがわかった。分析を踏まえ、以下の政策提言を行う。 

 

（１） 仕事と育児の両立に関して 

 母子世帯の現状、そしてアンケート結果より、仕事と育児の両立に悩む母子世帯の母親は多い

と考えられる。現行の制度は、母子世帯にとって育児や家事の助けになると考えられる「ひとり

親家庭等日常生活支援事業（家庭生活支援員派遣」や、ひとり親世帯を対象としている就業支援

の「高等職業訓練促進給付金事業」等、様々な制度がある。しかし利用率の低いものが多く、認

知度の低さも目立っている。そのため、制度の認知度をあげ、制度を利用しやすいような工夫が

必要である。 

 またアンケートでは仕事と育児の両立について、PTA 活動やママ友との関係の悩みが出てきた。

PTA やママ友との関係については、現行の制度だけでは対応することが難しいと考えられる。

PTA に関しては、仕事と PTA で板挟みになっている母親たちの存在があった。PTA を理由に仕

事を休むことの難しさ、PTA のために子どもを一人家に置いておかなければならない状況がある

こと、そしてこれらによって母親が精神的に追い詰められていることは大きな問題である。状況

を改善するために求められていることは、PTA 等子どもの用事で仕事を休みやすくすること、母

子世帯をはじめとしたひとり親の育児が夫婦のいる世帯の育児より時間的・精神的に余裕のない

ことを、職場や PTA・世間に理解してもらうことである。しかし就業している母親のうち、約半

数がパート・アルバイト等の非正規雇用であるため、簡単に休むことができないのが現状である。

また、休むことで収入が減ってしまうというリスクも考えられる。母子世帯は稼ぎ手が一人しか

いないため、収入が減ってしまうことは経済的な苦しさに直結してしまう。そのため、正社員で

あっても非正規雇用であっても、育児で休む権利を与えること、また育児で休むことがあっても

収入が減らないような政策が必要であると考える。 

 PTA 活動がしづらいことや、育児に時間が取れないことによって、ママ友との関係にも問題が

あることがわかった。ママ友は PTA 活動の中で段々とママ友のコミュニティができていくもの

だと考えられる。しかし、母子世帯の母親は時間的な余裕のなさから PTA に参加できず、結果マ

マ友のコミュニティにも入ることができず孤立してしまっている。またママ友のコミュニティに

入れていないことで、PTA にも行きづらくなり、精神的に追い詰められている状況も考えられる。

ママ友のコミュニティでは学校の宿題・保護者会等の様々な情報や塾の口コミまで、育児に必要
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な情報がたくさん交換されている。このコミュニティに入ることができない母子世帯の母親は、

孤立し育児の悩みを抱えやすくなっていると考えられる。そのため、母子世帯の母親が孤立しな

いように状況を改善していかなくてはならない。ママ友というミクロな関係性であるため、政策

的なアプローチは難しいと思われるが、各家庭の状況を知る学校が関わることで、母子世帯が孤

立しないようなコミュニティを作っていくことが可能なのではないかと考える。 

 また育児に関して、特に進学・教育について不安を抱える母親が多いことがアンケートからわ

かった。近年教育分野では授業料や入学金の無償化が進んでおり、教育費の負担は減っていくと

考えられるが、塾に通わせられず子どもの学力低下を心配していた記述があった通り、母子世帯

の母親の不安はつきない。授業料の無償化だけでなく、塾に通いやすくなるような支援の必要性

を感じた。 

 母子世帯は時間的・精神的に余裕がないということを念頭に置いて、仕事と育児の両輪を支援

していく政策が必要だと考える。仕事の支援に重きをおくと、育児が難しくなり、逆に育児の支

援に重きを置くと、仕事を続けることが難しくなってしまう。仕事への支援と育児への支援をバ

ランスよく行うことが重要だと考える。 

 

（２） 複雑な問題をもつ母子世帯 

 アンケートの分析から、不安の背景として「母の健康問題」と「子どもの障害」をあげたが、

母子世帯の中には母子世帯であることに加え、母親自身の健康問題や子どもの障害等、複雑な問

題を持っていることがわかった。母子世帯で母親が病気のため働けない状況や、子どもの障害が

重く仕事との両立がうまく行かないケースがある。母子世帯に対する支援は多く行われているが、

母親に病気がある場合や子どもに障害がある場合のことが、あまり考えられていないように思わ

れる。 

 母親が病気の場合、収入がないため、母子世帯対象の制度だけでなく、生活保護制度の利用が

必要であったり、母親の病気が重ければ障害者手帳が必要になってきたり、母親の病気の治療中

の子どもの居場所の確保だったりと、対応しなければならない問題は多く、複雑になると考えら

れる。そして子どもへの支援と母親への支援を同時に行わなければならない。問題が複雑である

と、関わる制度や機関が複数必要になる。しかしアンケートの記述では、母親たちは孤立してお

り、複数の機関と関わっているとは考えられない。母子世帯であることの他に、各世帯にどのよ

うな問題があるのかということを丁寧に読み取り、適切な制度・機関が関わっていく必要がある

と考える。そのために、様々な機関が世帯と関わり、機関同士が密に連携を取らなくてはならな

いと考える。母子世帯の持つあらゆる問題を推測し、適切な支援が行えるようなつながり作りを

する必要がある。また子どもに障害がある場合、母親は育児に時間を多く取られると考えられる

ため、仕事との両立が難しく収入が減ってしまう可能性があったり、障害への対応の難しさに悩

んだり、子どもの将来に悩んだりと、母親が病気である場合と同様に問題が複雑になる。そのた

め、やはり複数の制度・機関が関わり、適切な支援を行うべきであると考える。 

 母親の病気や子どもの障害の他にも、両親の介護、兄弟が多いこと、高齢出産等、「母子世帯で

あること」以外の不安要素をもつ母子世帯は多いと考える。これらのように、複雑な問題をもつ

母子世帯への支援はまだ足りているとはいえない。各母子世帯のニーズを正確に読み取り、適切
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に対応することが求められている。 

 

（３） 制度から抜け落ちてしまう母子世帯 

 アンケートの中で、制度や手当を利用する際に、利用条件に当てはまらず困っているとの記述

が複数あった。特に多かったのが、児童扶養手当の所得制限に引っかかってしまい、児童扶養手

当が受けられないケースである。所得制限を上回る収入があるということはギリギリの生活では

ないのかもしれないが、母子世帯には稼ぎ手が一人しかおらず、生活が苦しいことに変わりはな

い。他にも、収入が増えるたびに児童扶養手当が減っていくため、総収入は増えず、生活が苦し

いままであるとの記述があった。手当が状況を改善することはなく、現状維持に留まってしまう

ケースもあった、また旅行のような娯楽・体験等をする余裕はなく、健康で文化的な生活を送れ

ているとは言い難い現状がある。 

 他にも、離婚をせず別居している状態で家計を共にしていないにも関わらず、ひとり親家庭が

対象のため利用できない制度があったり、親と同居しているために受けられない支援があったり

と、制度の利用条件から抜け落ちてしまうケースがあることがわかった。利用条件には当てはま

らないが、支援を求めていることに変わりはない。母子世帯の暮らしは様々であるため、制度の

利用条件は柔軟でなくてはならないと考える。もし利用条件から外れているとしても、各世帯の

状況を把握し、寄り添っていけるような支援が必要であると考えた。 

 

（４） 世間の偏見に苦しむ母子世帯 

 近所との関係がうまくいかずに苦しむ母子世帯の存在がアンケートからわかった。母親自身は

きちんと育児をしているつもりでも、「母子世帯である」というフィルターがかかり、近所から児

童相談所に虐待通告されてしまったケースがあった。原因は母子世帯が地域から孤立しており、

近所とのコミュニケーションをとれていないことだと考えられる。地域住民との関係が希薄化し

ている中で、密なコミュニケーションを取ることは難しいが、母子世帯が助けを求めやすい関係

性は必要であると考える。母子世帯が孤立することのないように、近所だけでなく児童委員や役

所など、多くの人・機関がつながりを持つことが大切だと考える。 

  

6. 結論と課題 

 アンケートの分析により、母子世帯の母親たちのリアルを知ることができた。母子世帯の生活

はとても厳しいが、必要な支援があまり母子世帯に届いていないように思われた。母子世帯対象

の制度が様々であることは、第二章からわかったのだが、利用率が低く認知度もあまり高くない

ものが多くあった。制度の認知度をあげていくことは大前提であるが、母子世帯への支援におい

て大切なことは、母子世帯が生活していくために仕事と育児をきちんと両立させることである。

そのために仕事と育児という両輪の支援をバランスよく行う必要がある。また各世帯が異なる問

題を抱えていることを念頭に置き、各世帯に必要な支援を適切におこなっていくことも大切であ

ると考える。 

 またキーワードになっているのは「母子世帯の孤立」であると考える。孤立しているため、母

親が病気であったり、子どもに障害があったりと各世帯がどのような状況にあるのか周りに見え
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ない。またママ友との関係作りができず、孤立するために育児に関する不安が大きくなってしま

う。そして孤立はさらに深まり近所をはじめとし、まわりとの関係もうまくいかず、地域でも孤

立してしまう。このように孤立をしないようにするためには、積極的に母子世帯に関わることが

必要であると考える。学校や役所など、状況を知っている機関同士が連携をとり、各世帯と適切

に関わり、必要な支援をしていくことが大切である。 

 本研究の課題は以下の通りである。本研究では、アンケートの分析から母子世帯の不安や課題

について考察したが、利用したアンケートの調査対象が東京都であり、全国的なデータではない。

そのため回答内容が都市部に限定されるものになっている可能性があり、内容に偏りがあると考

えられる。 

 

※ 本研究は、指導教員の阿部彩（首都大学東京人文社会学部人間社会学部教授）の指導のもと、

実施されたものである。 
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